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10 プロジェクトゼミナール（工学系専攻開講科目） 

 

 「プロジェクトゼミナール」（博士前期課程選択２単位、博士後期課程選択４単位）は、複数の教員（特

任教員、学術研究員を含む）が共同指導する研究セミナーであり、包括的、総合的な研究課題を設定し

て継続的に開講される。国内外の外部優秀な研究者の講演、与えられた課題や自ら行う研究に関する発

表・討論を通して、総合性・国際性と実践的な研究能力を養う。互いに切磋琢磨する競争的環境の中で

異分野協力の重要性を実体験する。毎週１回、英語を使用言語として開催されるものから、毎月１回の

ものまで、分野の特色に配慮して、多様な形式で行われる。 

 

（１）プロジェクトゼミナール一覧表（全8件） 

番号 名   称 
代 表 者 

主 副 

１ 二次元ナノマテリアル創成科学ゼミナール 木田 徹也 伊田進太郎 

２ 次世代軽金属材料の創製加工ゼミナール 安藤 新二 山﨑 倫昭 

３ マルチドメイン技術による異分野統合・価値創生ゼミナール 福迫 武 久世 竜司 

４ X-Earthゼミナール（※） 椋木 俊文 佐藤 晃 

５ 災害・環境マネジメントゼミナール 竹内裕希子 星野 裕司 

６ 人間・環境負荷低減型建築システムゼミナール 川井 敬二 山口 信 

７ 歴史的建造物及び建築文化の保存・利活用計画ゼミナール 吉武 隆一 高田 真人 

８ 防災建築ゼミナール 友清衣利子 佐藤あゆみ 

（※）４番「X-Earthゼミナール」は博士後期課程のみ開講とする。 
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（２）プロジェクトゼミナールの概要 

 

 

①  二次元ナノマテリアル創成科学ゼミナール 

目的・目標 ナノ材料・表面・粒界を含む二次元ナノマテリアルに関連するパイオニア的研究

を推進できる能力を持ち国際的視野を持った人材の育成を行う。社会人学生に対

してはナノ材料・表面・粒界を含む二次元ナノマテリアルを実用化に結びつける

能力を兼ね備えた人材の育成を目指す。 

方法 ・本ゼミナール（英語での質疑）を通して最新の情報を把握させる教育を行う（レ

ビュー発表時） 

・自ら行っている研究のパイオニア的部分を意識させる教育（研究発表等）・国内

外の優れた研究者の特別講演会と討論会 

・ナノ科学の実用技術の調査と将来予測の発表（社会人学生） 

・構成メンバー教員の特別講演会 

学内構成教員 町田正人、國武雅司、連川貞弘、木田徹也、伊田進太郎、杉本学、吉本惣一郎、

深港豪、畠山一翔、猪股雄介 

 

 

 

 

 

 

②  次世代軽金属材料の創製加工ゼミナール（略称：次世代軽金属） 

目的・目標 本プロジェクトでは、先進マグネシウム国際研究センターの教員が中心となり、

他専攻の教員、外国人を含む外部アドバイザーを加えた組織を構築し、多角的な

視点からゼミナールを行い、次世代軽金属材料の開発に従事できる人材の育成を

行う。これにより、狭い専門分野にとらわれない、独創性に優れ国際性豊かな「知

的創造型研究者」の育成を目指す。 

方法 構成教員の研究課題とその展開についての講義、参加学生の研究内容発表、外国

人を含む外部アドバイザーによる講義を１ヶ月に１～２回程度行う。また、学生

は構成教員のプロジェクト課題についての研究を行うことにより、自ら問題点を

探り、解決できる能力を養成する。その研究成果を、国内外のシンポジウムにお

いて発表させることで、コミュニケーション能力の向上を図る。なお、成績は、

出席、発表ならびに講義のレポートにより総合的に判定する。 

学内構成教員 安藤新二、寺崎秀紀、山﨑倫昭、峯洋二、木口賢紀、眞山剛、北原弘基、井上晋

一、圓谷貴夫、白石貴久、西本宗矢、植木翔平 
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③ マルチドメイン技術による異分野統合・価値創生ゼミナール 

目的・目標 本ゼミナールは、マルチドメイン技術を活用した異分野統合を通じて、新たな価

値を創出できる技術者・研究者の育成を目的とする。情報、電気、電子、医用生

体工学、制御工学、マイクロ波・ミリ波工学などの異分野を融合し、革新的なシ

ステムや技術を開発する力を養う。学生は、多様な分野を統合する視点を持ち、

新たな価値を生み出す発想力や応用力を身につけるとともに、研究成果の発信能

力や異分野との協働スキルを修得することを目指す。 

方法 本ゼミナールでは、特別講義、研究発表、相互評価、討論を通じて異分野統合の

知識とスキルを習得する。学内外の専門家による特別講義を受講し、先端技術や

応用事例を学ぶ。学生は定期的に研究発表を行い、異分野の視点からフィードバ

ックを受け、相互評価を通じて研究を深化させる。また、異なる研究室と連携し

ながら技術統合に取り組み、年1回の公開研究報告会で研究成果を発表し、意見交

換を行う。理論と実践を融合し、次世代のマルチドメイン技術の創出を目指す。 

学内構成教員 伊賀崎伴彦、福迫武、松永信智、岡島寛、緒方公一、久世竜司、田邉将之 

 

④ X-Earthゼミナール （※博士後期課程のみ開講。） 

目的・目標 岩盤工学、地盤工学、環境工学、機械工学、材料工学、考古学、古生物学に関す

る高い専門知識を有し、国際的に通用するX線CT法を用いた研究を自ら遂行する

ことができるとともに、その成果を英語で発表できる高度技術者・研究者を養成

する。 

方法 主たる方法は、学内構成教員が企画開催する学内セミナーである。この中で招聘

した（オンラインを含む）国内外の研究者の講演を聞き、議論を行なうとともに、

学生自身が行っている研究を英語で発表する。また、学生の研究成果を国際会議

で発表し、世界の研究者と交流する。 

学内構成教員 椋木俊文、佐藤晃、才ノ木敦士、高野大樹、寺崎秀紀、中西義孝 

 

⑤ 災害・環境マネジメントゼミナール 

目的・目標 自然災害および環境問題に関する広範な分野の知識に精通し、これらのハード対

策およびソフト対策に関する技術を開発研究できる技術者を養成する。 

防災対策、環境対策の技術とともに、防災と環境の調和を目指す総合的な視野を

持ち、持続的な地域社会の形成に貢献できる人材の育成を目指す。 

方法 近年自然災害の大型化・頻発化、さらに複合化の傾向が顕著な状況にあり、また

一方では、海域、陸域および大気環境の悪化が著しく、自然環境の再生は急を要

する大きな課題である。この相反する環境と防災の問題に応えるために、構成メ

ンバーの専門とする立場から、自然災害と環境保全に関するゼミや総合討論等を

開催し、災害と環境問題対策の最新の知識を学ぶ。また、地域の環境・防災関連

セミナーやNPO等の研究会などに参加させ行政・企業などの実務経験者等との情

報・意見交換を行なうことにより、災害と環境問題に精通し、防災と環境の調和

を目指した新たな視点をもつ総合技術者の育成を目指す。 

学内構成教員 竹内裕希子、星野裕司、柿本竜治、田中尚人、皆川朋子、石田桂 
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⑥ 人間・環境負荷低減型建築システムゼミナール 

目的・目標 持続可能な建築システムの形成のために、環境負荷低減に向けて、様々な分野か

ら貢献できる見識のある人材の養成 

方法 構成教員をはじめとする学内外の講師による特別講演、研究プロジェクトへの参

加、学生の研究発表や相互討論、現場見学等。 

学内構成教員 川井敬二、山口信、佐藤あゆみ、高田真人 

 

 

⑦ 歴史的建造物及び建築文化の保存・利活用計画ゼミナール 

目的・目標 歴史や伝統文化をふまえた幅の広い建築専門家を養成する。 

単なる建設業務に携わるレベルではなく、世界的な視野、歴史的な視座をそなえ、

町並み景観などに造詣の深い専門家としての基礎を築くことを目的とする。 

方法 実践的に調査や保存・利活用計画などに携わっている専門家を招聘しての講演会

や討論会の開催。現地での見学会、実測調査、写真撮影などをつうじて、写真や

図面などの記録資料作成法、利活用計画の立案と報告書のまとめ方などについて

指導する。 

学内構成教員 吉武隆一、高田真人、藤本章子 

 

 

⑧ 防災建築ゼミナール 

目的・目標 地震を初めとする災害に対する最新の防災技術の知見に精通し、各自の問題意識

からより進歩した技術を開発・提案できる人材を育成する。 

方法 国際的に競争力のある日本の耐震技術を初めとする防災技術の設計・材料・施工

の分野に関して、研究発表や講演会、現場見学会などにおける学内外の研究者と

の討論を通じて、自己の研究の先駆的部分と問題点を認識し、主体的に研究を推

進する。 

学内構成教員 友清衣利子、佐藤あゆみ、山口信、黒岩裕樹、井上涼 
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11 先端科学特別講義（工学系専攻開講科目） 

 

（１）先端科学特別講義の開講計画 

2026年度  

区分 講 義 名 プロジェクトゼミナール名 

前期 

次世代軽金属材料の創製加工 次世代軽金属材料の創製加工ゼミナール 

環境負荷低減型建築システムの構築 人間・環境負荷低減型建築システムゼミナール 

マルチドメインシステムと異分野統合技術 マルチドメイン技術による異分野統合・価値創生ゼミナール 

 

2027年度以降（予定）  

区分 講 義 名 プロジェクトゼミナール名 

前期 
防災と環境の調和を目指して 災害・環境マネジメントゼミナール 

建築構造・材料の先端技術 防災建築ゼミナール 

 

（２）先端科学特別講義の開講一覧  

 

                                    （2026年度～ ） 

１ 実施主体（プロジェクトゼミナール） 次世代軽金属材料の創製加工ゼミナール 

講義名 次世代軽金属材料の創製加工 講義内容 

開講学期 2026年度前期 実用金属の中で軽く、環境にもやさしい革新的な次世代軽金

属に関する合金設計と創製、組織制御、強度評価、製造・技

術について分野横断的な講義を行う。また、Mg, Al, Ti合金

の開発における最新の研究動向についても紹介する。 

担当教員 以下の11名で担当する 

安藤新二、寺崎秀紀、山﨑倫昭、峯洋二、木口賢

紀、眞山剛、北原弘基、井上晋一、圓谷貴夫、白

石貴久、西本宗矢、植木翔平 
 

２ 実施主体（プロジェクトゼミナール） マルチドメイン技術による異分野統合・価値創生ゼミナール 

講義名 マルチドメインシステムと異分野統合技術 講義内容 

開講学期 2026年度前期 本講義では、マルチドメイン技術の理論と異分野統合の応用

を学び、分野横断的な視点を養う。まず、異分野統合技術の

必要性やマルチドメイン技術の基盤を解説し、学際的アプロ

ーチによる技術革新の可能性を探る。次に、生体信号解析や

医療支援システムを取り上げ、超音波・レーダ・電磁波を活

用した診断技術や、知的画像情報処理による医療支援の事例

を紹介する。また、レーダ信号処理や音声合成技術など、高

度な信号処理技術の応用についても学ぶ。さらに、数理モデ

ルを活用したロバスト制御や、ITSを用いた福祉車両の運転

支援システムを通じ、マルチドメイン技術の制御・最適化に

ついて考察する。最後に、異分野統合技術の産業応用や社会

課題解決への貢献を議論し、実社会での活用を見据えた技術

の可能性を探る。 

担当教員 以下７名で担当する 

伊賀崎伴彦、福迫武、松永信智、岡島寛、緒方公

一、久世竜司、田邉将之 
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３ 実施主体（プロジェクトゼミナール） 災害・環境マネジメントゼミナール 

講義名 防災と環境の調和を目指して 講義内容 

開講学期 2027年度前期以降 近年自然災害の大型化・頻発化、さらに複合化の傾向が顕著

な状況にある。また、一方では海域、陸域および大気環境の

悪化が著しく、自然環境の再生は急を要する大きな課題であ

る。この講義は自然災害と環境保全に関する最新のトピック

スを中心に講義を行い、これを通じて、防災・減災および環

境再生の現状と対策を、防災と環境の調和を目指した新たな

視点から学ぶ。 

担当教員 以下の６名で担当する 

竹内裕希子、星野裕司、柿本竜治、田中尚人、皆

川朋子、石田桂 

 

 

 

４ 実施主体（プロジェクトゼミナール） 人間・環境負荷低減型建築システムゼミナール 

講義名 環境負荷低減型建築システムの構築 講義内容 

開講学期 2026年度前期 これまでのスクラップ・アンド・ビルドから持続可能な循環

型社会への転換が緊急の課題である現在、建築業界が地球環

境保護に果たす役割は極めて重要になっている。環境負荷低

減型建築システムとは、持続可能な住環境・都市環境・自然

環境を実現するために、環境デザイン・環境政策という磁場

の下に、ゼロエミッション技術・長寿命化技術・環境修復技

術を建築システムの中で融合させる構想であり、この講義で

は各技術に貢献可能な要素技術とその体系化について討論

する。 

担当教員 以下の４名で担当する 

川井敬二、山口信、佐藤あゆみ、高田真人 

 

 
 

５ 実施主体（プロジェクトゼミナール） 防災建築ゼミナール 

講義名 建築構造・材料の先端技術 講義内容 

開講学期 2027年度前期以降 本講義においては、建築構造・材料にかかわるいくつかのト

ピックスについて、最近の研究の進展についての紹介を、各

回の担当教員がオムニバス形式で行う。 

担当教員 以下の５名で担当する 

友清衣利子、佐藤あゆみ、山口信、黒岩裕樹、井

上涼 


